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論 文 内 容 の 要 旨
本研究 は、 ブラジル の 日系人 口の約1割(14万 人程度)を 占める沖縄県 出身移民 とそ の子孫
たちの歴史 的経験 を詳述す るとともに、特 に、沖縄 系社会 にお いて活動す る沖縄系 シャーマ ン
〈ユタ〉 の生成 とそ の呪術宗教的世界 を、沖縄 系人のエスニシティ とエスニ ック文化 の創造過
程 とい う視点 か ら民族誌 的に記述、考察す る ことをめざす ものである。
従 来、ブ ラジル にお ける沖縄系人 の経験 は 「日本 人移 民」 「日系ブ ラジル 人」 とい う範疇 に
括 られ て叙述 され る ことを常 として きた。勿論、沖縄 系人も 日本 人 ・日系人 として共通 した経
験 を もつ主体 であるが、他方、 日本 という国家 の中で の、沖縄/沖 縄人 の位置や意味づけ、本
土系 日系人との相互行為 のあ り方な どとも絡み合 って、本土系 日系人 とは異な る社会的世界や
文化 を構築 して きた主体 で もあった。 こうしたユニー クさは、 これ まで の研究 の中では、 「日
本人移民」 「日系人」 と括 られ る ことで封 じ込 め られて きたので ある。筆者 は、ブ ラジル にお
ける沖縄 系人の経験 を救 出す る ことは 日系エスニ ック ・マイ ノ リティ社会 の 「構造」 をよ り深
く理解す る上で重要性 をもって いるばか りではな く、 日本 という国民国家 にお ける沖縄 ・沖縄
人の位置や意 味を批判 的に捉 え直す契機 となるものと確信す るもので ある。
本研究 は10の章 と1つ の補論 を通 じて、 上記 の課題 にアプ ローチ した。
第1章 「課題 と方法」で は、 まず、 これ まで行われて きたエスニ シテ ィとエスニ ック文化 に
関す る研究史 を振 り返 りなが ら、本研究 の基本的視角 を提示 した。本研究 においては、エスニ
シティを少数マイ ノ リテ ィ(個 人 ・集 団)が 国民国家 の国 民観、主流[基 層]文 化観な どを観
一101一
照 しなが ら、 自己や 自集団を 「出 自を通 じて獲得 した」 と認識する文化要素(伝 統 ・習慣 ・慣
行 な どの文化)を 選択、操 作 し、そ こに 「他者 との差 異」 を保証 しつつ、過去 との連続性 を造
り上げ、新 しい意味 を付与する ことを通 じて、新 たな主体 やアイデ ンテ ィティを構 築するプ ロ
セ ス と捉 えた。そ して、エスニ ック文化 とは、 この過 程で選択 された文化要 素を志 向的に操作
す る ことを通 じて、それに新 しい意 味や機能 を付 与 し、その主体 やアイデ ンティテ ィを表象す
るために、新 たに創造 された ものである と規定 した。第1章の後半部分 では、 本研 究 の具体 的
課題 を提示す るとともに、 本研究 のデー タ収集法(参 与観察法、 面接法、調査票 調査、文 献 ・
文書資料収集)を 示 した。
第2章 「ブ ラ ジルの宗教状況 一ブ ラジル ・アイデ ンテ ィテ ィとの関連 において 一」で は、沖
縄系人の宗教生活や くユタ〉 生成 を規制す る基底 的条 件である、 ブラジル社会 の宗教状況や 国
民観、 基層文 化観 とそ の変化 の様相 を詳述 した。 この章での記述か ら、筆者 はブ ラジル の宗教
状況 を、① カ トリシズムを ドミナ ン トな存在 と したが、そ のカ トリシズム は経典 的ローマ ンカ
トリシ ズ ム で は な く、呪 術 的 性 格 を持 つ 聖 人 信 仰 を 中核 とす る民 衆 カ トリシズ ム(Folk
Catolicismo)であった こと、② ブラジル の少数 マイ ノリテ ィ(イ ンデ ィオ、黒人)は 植民地時
代か ら独立以 降 も、主流社会 の宗教(特 に民衆カ トリシズム)を 枠組 としなが らも、そ こにそ
れぞれの宗教伝統 を導入 し、 シンクレテ ィックな宗教 ・カル トを創造 し、 自 らのアイデ ンテ ィ
テ ィを表 明す る とい う戦術 を取 って きた こと、③19世紀以降、フラ ンスか らのKardecismo思想
の導入 を中心 に、 ヨー ロッパか ら多 くの神秘主義思想や心霊主義思想が移入 され、特 に都市部
において呪術 的様相 を強 くもつ大衆の宗教的工 トスが醸成 されて きた こと、④多宗教的状況が
出現(換 言す れば カ トリシズム ・ヘゲモニー の終焉)し 、 カ トリシズム に依存 しな い宗教的ナ
シ ョナル ・アイデ ンテ ィテ ィの構築が可能 となってい る こと、 と整理 した。そ して、以上 のよ
うな特徴が 〈愚依〉 に対す る信仰 を基礎 とす る沖縄ユ タ ・シャーマニズム と親和的な文化的基
盤 となって いる ことを指摘す るとともに、 シャーマニズ ム自体 のオープ ン的特質 とも交錯 しな
が ら、ユ タとなる個人が聖人信仰を中核 とする民衆カ トリシズム を、その呪術宗教的世界 に導
入す る ことを可能 と した点な どを指摘 した。
第3章 「ブ ラ ジル にお け る 日系 人 の 宗 教 生 活 と 日系 宗 教 」 で は 、 第2章 と と も に 〈ユ タ 〉 生
成 に とっ て の 背 景 とな る 日系社 会 の宗 教 状 況 の 変 化 を、 日系 人 が析 出 した 生活Strategyの変 化
に着 目 して 、 四 っ の時 代 に 一 コ ロ ノ時 代(短 期 的 出 稼 ぎStrategy期)、植 民 地 時 代(中 ・長 期 的
出稼 ぎStrategy期)、離 村 向都 時 代(永 住Strategyの析 出期)、 都 市 時 代(永 住Strategyに伴 う
生活 の再 編 期)一 区 分 し、 詳 述 した。 そ して 、 戦 後 期 、 ブ ラ ジル へ の永 住Strategy⑱析 出 と随
伴 したか た ち で、 「日本 宗 教」が 日系 人 間 に広 く、深 く受 容 され た こ と、 「日本 宗 教 」の 再 生 は 、
第 一 に 日本 か ら進 出 を遂 げ た 新 宗 教 教 団 ・宗 派(特 に 生 長 の 家 、 世 界救 世教 、PL教 団 な ど)の
受 容 、 第 二 に 日系人 に よ る 〈ブ ラジ ル 産 日系 新 宗 教〉 の 創 造 と い う二 つ の 方 向 で 展 開 さ れ た こ
と な どを指 摘 した 。 こ う した 「日本宗 教 」 は 、 永住Strategyに加 え て、 ブ ラ ジ ル の 〈国造 りの
論 理 〉 が 同化 主義 的 イ デ オ ロギ ー か ら多 文 化 主 義 的 イ デ オ ロギ ー に変 化 した こ とな ど と関 連 し
て析 出 され た 、 新 し いエ ス ニ ィシ テ ィを 表 象 す る 文 化 要 素 で あ った こ と を指摘 した。 さ ら に、
日系 人 間 に受 容 され て いっ た 、 日本 か らの 新 宗 教 に し ろ、 日系 人 に よ って 創造 さ れ た 日系 新 宗
教 に しろ、 そ れ らは シ ン ク レテ ィ ック 性 を基 盤 と して いた こ とに よ って 、 「ブ ラ ジル に居 住 す
一102一
るニ ホンジン」 「ブ ラジル 生 まれの二世」 とい うアイデ ンテ ィテ ィのシンボル とな りえた ので
あろう点 を示唆 した。
こう した動 きは基本的に沖縄系人で も同様な もので あったが、特 に1970年代以降、沖縄 系人
のあいだで、スティグマを伴わな い新たな文化的 アイデ ンテ ィテ ィが構築 され るに伴い、宗教
的領域 において も、 自らの 〈固有 の宗教〉 あるいは く伝統〉 とされる祖先崇拝が重要な意味 と
位置 を与え られ る と ともに、祖 先崇拝 を中心的 な職掌 とす るユ タ的霊能者が 出現 す るよ うに
な った。
第4章 「沖縄 県移民 ・アイデ ンテ ィテ ィ ・祖先崇拝」では、沖縄県 出身移民 のブ ラジル にお
ける歴史的体験、アイデ ンテ ィテ ィの変遷、祖先崇拝 を巡 る状況の変化 を詳述 した。本章では、
まずブ ラジル における沖縄 系人の歴史的経験 を概観 し、その後 に、戦前 ・戦後 を問わず、本土
系移民 との相互 的差別意識、強固な同郷 ・親族関係の存在な どの要因か ら、本土系移民 とは異
質な地域に独 自の同質的共 同体 を形成す る動 きが強 固で あった ことな どを指摘 し、 この コミュ
ニティが1950年代以降、ブ ラジル的 〈ヤー(イ エ)〉とともに沖 縄系エスニ ック文化創造 の一つ
の 〈場〉 となった こと、な どを指摘 した。アイデ ンテ ィテ ィの変遷に関しては、集合的沖縄系
人のアイデ ンティテ ィの変化 を、 「日本人 となる」 一 〈県 人〉アイデ ンティティ、 「ブ ラジルの
日本 人 とな る」 一 〈コロニ ア人〉 〈二 世〉 アイデ ンテ ィテ ィ、 「ブ ラジル の沖縄 人 とな る」 一
〈ウチナー ンチュ〉 アイデ ンテ ィテ ィとに時代的に区分 し、 主に言 説のレベルで、それぞれの
アイデ ンティテ ィ構築 の過程 を解釈 した。そ して、1970年代 に、本土系 日系人 との関係性 のあ
り方の変化(明 示的な差別 の消滅)、沖縄 系人 の経済 的成 功 と社会的参加 の活発化、ブ ラジル
社会にお ける同化主義イデオ ロギ ーの脆 弱化、 さ らには沖縄や 日本本土、米国な どにおけ る沖
縄 固有文化(特に琉球芸能文化)の見直 し運 動の影響 な どが加 わ り、「沖縄 人で ある こと」のマイ
ナス性、ステ ィグマが払拭 されて立ち上げ られた 〈ウチナー ンチュ〉 アイデ ンテ ィテ ィの シン
ボルのひとつ として 〈祖先崇拝〉 を中心 とする沖 縄的習俗 が選 択され るようになった ことを指
摘 した。そ して、第4章 の最後 の部 分では、沖縄 系人の祖先崇 拝実践 を巡る諸条件の変化 に関
して考察 を加 え、そ の諸条件の変化 が祖先崇拝を職掌の中心 とするユ タ的霊能者誕生の背景 と
なった ことを指摘 した。
第5章 「沖 縄 系 人 の 宗 教 行 動 一サ ンパ ウ ロ市VilaCarrao地区 で の 調 査 一」 で は、 サ ンパ ウ ロ
市VilaCarrao地区 に形 成 さ れ た 沖 縄 系 コ ミー ュニ テ ィ で 実 施 した 沖 縄 系 人 家 庭 にお け る 祖 先 崇
拝、 沖 縄 的 習 俗 、 ユ タ や ウガ ンサ ー な どへ の依 存 状況 な どに 関す る調 査 結 果 が 提示 され た。 こ
のサ ンパ ウ ロ市 内 の沖 縄 系 工 スニ ック ・コ ミュニ テ ィの 生成 過 程 に関 して は 、 特 に経 済 的適 応
Strategyとそ の変 遷 を視 点 と して 、 補 論 「サ ンパ ウ ロ市 に お け る沖縄 系エ スニ ック ・コ ミ ュニ
テ ィ の生 成 過 程 一特 に経 済 適 応 ス トラテ ジ ー との 関連 に お いて 一」 で 詳 述 した。
調 査 結 果 は 、 ① 沖 縄 の 〈固有 宗 教 〉 と観 念 され る祖 先 崇 拝 に対 す る沖縄 系 人 の親 和 性 は非 常
に 高 く、 しか も祖 先 崇 拝 の シ ンボル で あ る位 牌(仏 壇)と ヒ ヌ カ ン(火 の 神)の 保 有 率 はそ れ
ぞ れ90%、88%で あ り、 これ らを保 有 す る 世 帯 で は95%以上 が何 らか の儀 礼 を実 施 して い る、
② 祖 先 崇 拝 と の親 和 性 が 高 い 一方 で 、 祖 先崇 拝 とカ トリ ック信 仰 、 生 長 の 家、 創 価 学 会 な どの
日系新 宗 教 の信 仰 な どが 二 重 に実 施 さ れ て い る 家 庭 も多 く見 られ た。 注 目さ れ た の は この信 仰
の二 重 性 を、 沖 縄 の 祖 先 崇 拝 を 〈ヤ ー の宗 教 〉 〈沖 縄 の習 慣 〉、 そ の他 の 宗教 を 〈個 人 の宗 教 〉
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〈ブ ラ ジル 人 と して の 宗教(カ トリッ ク教 徒 の場 合)〉と位 置 付 け て い る 点 で、沖 縄 性 と 日本 性 、
ブ ラ ジル 性 とが 宗 教 的 に整 序 され て い る、 ③ ユ タ 的 霊 能 者 や ウガ ンサ ー(拝 み 人)へ の 依 存 が
非 常 に高 く、 そ れ ぞ れ59%、68%の 世 帯 が 何 らか の か た ち で 依 存 して い た。 これ は 日本 の 沖 縄
社 会 に お け る 依存 率 と大 差 のな い も の とな って い る。 ユ タ 的 霊 能者 へ の依 存 内容 は多 岐 に 及 ん
で い る が 、 そ の 主 要 な もの は運 勢 や 計 画 の吉 凶 の判 断、 先 祖 祭 祀 を 中心 とす る儀 礼 ・呪 法 の 執
行 依 頼 、沖縄 的 な 供養 のや り方 の教 示 、異 常 体 験 の解 釈 、先 祖 の意 向 の確 認 な ど とな っ て い る 、
④ 沖 縄 系 人 の宗 教 行 動 で 特 徴 的 な の は 、 ユ タ 的 霊 能 者 に依 存 す る 一 方 で 、 ブ ラ ジ ル の 霊 能 者
Curandeiroへの依 存 もか な りの程 度 で 行 わ れ て い る こ とで あ る。 これ まで にCurandeiroに依 存
した こ とが あ る者 の 比 率 は24%で あ った 。Curandeiroへの依 存 状況 を 整 理 して み る と、 ユ タ 的
霊 能 者 が 生 まれ る以 前 に、 ユ タ へ 持 ち 込 む 問 題 の解 決 を期 待 して の依 存 と、 ユ タ 的 霊 能 者 誕 生
後 に、 沖 縄 系 人 の不 幸 、 悩 み な どの 原 因 と して 沖 縄 的 な モ ノ とブ ラ ジル 的 な モ ノ に整 序 し、 前
者 は ユ タ 的霊 能 者 へ、 後 者 はCurandeiroへ持 ち込 む とい う二 重 の 災 因 論 、対 処 法 に 基 づ いた 依
存 と に 区別 す る こ とが で き る 、 と整 理 で き る 。
第6章 「ユタ的霊能者の成 巫過程 の類型 化」 では、ブ ラジル のユタ的霊能者9名 が 〈ユタ〉
とな って い く成巫過程及び呪術宗教的世界 の特徴か ら、ユタ的霊能者の類型化 を試みた。まず、
ユタ 的霊能者 の成巫過程 につ いて、大橋[1998]のユ タ成 巫過程 のモデル図式に沿 って、9名
のユタ的霊能者の成巫過程 の一般 的な特徴 を記 述、検 討 した。その結果、 ユタ的霊能者の成巫
過程は、ブ ラジルの沖縄 系エスニ ック社会 の中で 〈ユタ〉化す るとい う共通性を持 つ ものの、
時代的 にかな りの多様性を示 して いた。そ して、 この多様性がいかなる要因か ら発生 してい る
のか を検 討 した。
この検 討 に続 いて、ブラジル の沖縄社会 の中で 〈ユタ〉 と認知されていない1名を除いた8名
のユタ的霊能者 を、成巫過程 にお いて準拠 した宗教伝統 と他 の宗教 との関係性 を主な指標 とし
て類型化 を行 った。まず、成巫過程で準拠 した のが ブラジル の宗教伝統=Umbandaの枠組 か、沖
縄 シャー マニズムの枠組か によって大別 し、前 者 を 〈ブ ラジル型〉、後 者 を 〈沖縄型〉 と名付
けた。
一方、 沖縄 シャーマニズム の枠組 に沿 って 〈ユ タ〉化 した事例=沖 縄型 は他 の宗教 ・信 仰 と
の関連において、二 つのタイ プに区分 した。第一 のタイ プは他 の宗教 ・信仰 をそ の宗教世 界か
ら可能 な限 り排 除 し、沖縄 のユタ ・シャーマニズム の様式 に固執、 あるいはそれ を志 向す るも
のである。第二 のタイ プは、それぞれのユ タ的霊能者 の宗教遍歴 の結果、それ らの宗教 ・信仰
の要素を沖縄 シャーマニズム に基づ く自己 の宗教世界 に積極 的に導入す る志 向性 をもったもの
で あ 筍。本研究 では、 前者を 〈伝 統志 向型〉、後 者 を 〈融合志 向型〉 と名付 けた。 そ して、 こ
の三 タイ プは、 ブラジル型 と沖縄型 一融合志向型が、世代 的には二世 ないし子供移 民(準 二世
一子供時代 に移住 した者)を 主体 としてい るのに対 して、伝統志向型は、成人後 にブ ラジル に
移住 した一世移 民を中心 としてお り、主体 のアイデ ンテ ィテ ィと鋭 く交錯 している可能性 を示
唆 した。
また、全て のユタ的霊能者のユタ化過 程及びその呪術宗教的世界は、ブ ラジル という国家の
枠組 に規制 されて いる とい う共通性が存在 してい る ことを指摘 し、 〈ユ タ〉 とな る営為 を 〈エ
ス ニ ック〉ユ タとな る過程 と捉え、そのエスニ ック化の プロセス を詳述 した。エスニ ック化は
二っ の方 向、即 ち、ブ ラジルの慧依宗教Umbandaのエスニ ック化 と沖縄 シャーマニズムのエス
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ニ ック化 とい う方 向性 を も って い る こ と を指 摘 し、 そ の 内容 を詳 述 した。 ま た、 エ スニ ック化
の 過程 にお い て創 造 され た 呪 術 宗 教 的 世 界 の特 徴 に 関 して は、 第6章 にお い て も簡 単 に記 述 し
て あ るが 、 第8章 、 第9章 にお いて 詳 述 した 。
第7章 「ブ ラ ジル で 〈ユ タ 〉 にな る 一成 巫 過 程 の 事 例 研 究 一」 にお いて は、9名 のユ タ 的霊
能 者 の 生活 史(ユ タ化 過 程 を 中心 に した)を 詳 述 した 。 ユ タ 的 霊 能 者 の成 巫 過 程 は、 自 らの 人
生や 心 理 状 態 を シ ャー マ ニ ズ ム のイ デ ィオ ム に よ っ て 意 味 あ る か た ち に整 序 しな が ら、 自 らの
自己観 を統 合 しな お し、最 終 的 に 〈ユ タ 〉と して の ア イ デ ンテ ィ テ ィや 新 し い 自己 観 を獲 得 し、
新 た な役 割 を遂 行 す るよ う にな る プ ロセ ス で あ り、換 言 す れば 〈個 性 化 の プ ロセ ス 〉で も あ る。
この 〈個 性 化 のプ ロセ ス 〉 を、 第7章 で は 、 成巫 過 程 で 生成 さ れ る チヂ ・愚 依 霊 を 〈パ ー ソナ
ル ・シ ンボ ル 〉 と捉 え、 そ れ ぞ れ の ユ タ 的 霊 能 者 が、Umbandaない し濃 淡 は あ る も の の沖 縄
シ ャー マ ニ ズ ム とい う文 化 的パ ラ ダ イ ム に準 拠 しな が ら も、 そ の特 質 で あ るオ ー プ ン性(愚 依
霊 や カ ミは 名 付 け られ た存 在 で は な い)・ 柔 軟 性 を 利 用 しな が ら、 そ れ ぞ れ の 心 情 、欲 求 、 不
満 、 相 克 ・葛藤 な ど極 め て個 人 的 な 心 理 的 問題 を整 序 して い く状 況 を記 述 し、解 釈 を行 な った 。
そ して 、 こ う した 過 程 を通 じて 、Umbandaや沖 縄 シ ャー マニ ズ ム の文 化 的 パ ラダ イ ム が そ れぞ
れ の主 体 に よ って 再解 釈 さ れ て い き、 そ の結 果 と して、 主 観 的 で個 性 的 な 呪 術 宗 教 的 世 界 が 創
造 され て い く こ とや く個性 化 の プ ロセ ス〉 は決 して完 了済 み の も ので はな い と い う特徴 を もっ
て い る こ と を、 詳 細 な 事例 研 究 を通 じて指 摘 した。
第8章 「二 重 の 宗 教 世 界 一懸依 力 ル トとユ タ グ トゥの 並存 一」 で は、Umbandaの枠 組 に 準 拠
してMedium(霊媒)とな り、 そ の後 、 救 済 を求 め て や っ て く る依 頼 者 の 転 換(沖縄 系 人 へ の)を条
件 として 、 カ ル トリー ダ ー と して の活 動 と とも に 〈ユ タ〉 と して の活 動 も行 うよ う にな っ た、
一 人 のユ タ 的 霊 能 者(信 子)の 呪 術 宗 教 的世 界 に 関す る 民族 誌 的記 述 を行 っ た。 このユ タ 的霊
能 者 の成 巫 過 程 に関 して は 第6章 にお いて も 記 述 した が 、 本 章 に お い て は 沖 縄 系 人 を 中心 とす
る愚 依 カ ル トの 組織 化 、 カル トへ の 関与 者(Medium、慧 依 霊 、 一般 参 加 者)、 中 心 的儀 礼 で あ
るセ ッソ ン儀 礼 や 中核 的愚 依 霊 で あ る黒 人 奴 隷 の死 霊PaiJoao霊の 〈誕 生Festa>、セ ッソ ン儀 礼
の 中で 実 施 され て い るConsulta(診察)と 呼 ば れ る 呪術 救 済 活 動 な どに 関 して 詳 述 した 。 そ の
後 に、 ユ タ 的 領 域 の活 動 を、 ハ ン ジ活 動 と主 要 儀 礼 ・呪 法 、 そ こ に認 め られ る災 禍 論 な どを通
じて 記 述 、 考 察 し、 最 後 に、 こう した二 重 の宗 教 的世 界 を、 そ れ ぞ れ の領 域 の災 因論 、 解 決 の
モ チ ー フ、 使 わ れ る愚 依 イデ ィオ ム 、 個 人 名 の使 用 状 況 、 人 間 観 な どの指 標 か ら整 理 し、 カル
ト領 域 とユ タ 領 域 を不 断 に往 復 す る こ と に よ って 、 全 体 と して 《沖 縄 系 ブ ラ ジル 人》 と い う主
体 ・アイ デ ンテ ィテ ィが構 築 され て い くと解 釈 した 。
第6章 で 概 観 され た ユ タ 的霊 能 者 の呪 術 宗 教 的 世 界 は 、 第8章 と第9章 に お いて 、 そ れ ぞ れ
詳 述 され て い る。 第8章 で は1940年代 末 か ら50年代 初頭 に 〈ユ タ〉 化 した ブ ラ ジル 型 一節 合 型
の信 子 の 活 動 を事例 研 究 と して 取 り上げ た が 、第9章 で は1980年代 以 降 に 〈ユ タ 〉化 した 洋 子 、
マ リア、 節 子 、 栄徳 を 主 に取 り上 げ 、 儀 礼 、 災 禍 論 、 他 界 観 な ど を通 じて そ の呪 術 宗 教 的 世 界
の特 徴 を考 察 した。
第9章 「ユ タ 的霊 能 者 の 世 界 一儀 礼 ・災 禍 論 ・他 界 観 一」 で は、 まず 洋 子 の年 間 活 動 と主 要
な 儀 礼 ・呪 法 を記 述 し、 そ の後 に、 マ リア のお 正 月拝 み 一十 二 支 マ ー イ(廻 り)一Novenas儀
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礼 、 節 子(と ウガ ンサ ー で あ る 夫 の パ ウ ロ)に よ る 〈集 合 的 な 拝 み〉 を詳 述 した。 そ して 、 そ
の後 、 ユ タ 的霊 能 者 の呪 術 宗 教 的 世 界 の特 徴 を 、 ① ブ ラ ジル の カ ミ(聖 域 ・聖所)の 創 造 、②
ヨ ソガ ミ との関 係 、③Aparecida聖母 の位 置 と意 味、④ 災 因 の二 重 性 、⑤他 界 観 とい う観 点 か ら
整 理 し、 考 察 した 。 これ らの特 徴 は、 ユ タ 的霊 能 者 の 呪術 宗 教 的 世 界 のハ イ ブ リ ッ ド性 、 シ ン
ク レテ ィ ッ ク性 を示 す もの で あ り、 このハ イ ブ リ ッ ド/シ ンク レテ ィ ック 戦術 に基 づ い た 「新
しい伝 統 の創 造 」 が 個 性 的 主観 的 に行 わ れ て い る こ と を指摘 した 。
各 ユ タ 的 霊 能 者 は 、 個性 的主 観 的 な呪 術 宗 教 的 世界 を 創造 して い る ので あ るが 、 そ の 一方 で
共 通 す る側 面 の ある こ と も指 摘 した。 そ れ は、 災 禍 論 の 二重 性 に端 的 に現 れ て い る よ う に 、 一
方 にお い て 、 沖 縄 的 災禍(の 解 釈)を 通 じて 、 父 系 系譜 関係 や社 会 的 な規 範 な どを通 じて 、依
頼 者 を沖 縄 的 コス モ ス の 中 に定 位 させ る こ とで 、 そ こに沖 縄 との連 続 性 を保 証 しなが ら 〈ウ チ
ナ ー ンチ ュ〉 と い う主 体 を構 成 し、 他 方 、 ブ ラ ジ ル 的災 禍 を 通 じて 「ブ ラ ジル に居 住 す る」 沖
縄 人 や ブ ラ ジル 人(二世)とい う主 体 を構 成 して い く共 通 の営 為 で あ る こ とを指 摘 した 。
第10章rUtinaPress紙に お け る 〈祖 先 崇 拝 〉 関 遵 記 事 の 考 察 」 で は、 沖 縄 系 コ ミ ュニ テ ィ 内
で 、1996年2月か ら毎 月1回 ポ ル トガ ル 語 のみ で発 行 され て い る エ スニ ック ・ジ ャー ナ ルUtina
Press(発行 部 数8千 部)に 掲 載 され た 祖 先崇 拝 関 連 記 事 の 内 容 を考 察 す る こ とで、沖 縄 系 人が
祖 先 崇 拝 や くユ タ〉 を どの よ う に捉 えて い る の か を考 察 した。 この記 事 の考 察 か ら沖 縄 系 人 に
は 、 祖 先 崇 拝 を巡 っ て二 つ の認 識 が 存 在 して い る こ とが 明 らか に な っ た。 一 つ は 祖 先 崇 拝 を沖
縄 の伝 統 、 ヤ ー の 〈伝 統 〉 と捉 え る立 場 で あ り、 も うひ とつ は それ を 〈宗 教 〉 と捉 え る立 場 で
あっ た 。 しか し、 この 二つ の立 場 は いず れ も、 自 らの 〈文 化 〉 と して 祖 先 崇 拝 を継 承 して い く
こ との 重 要 性 を 基礎 して い る点 で 共 通 して い る。 そ れ は、 ブ ラ ジル 文 化 の 中で 文 化 化 され る沖
縄 系 二 世 や 三 世 が、 祖 先崇 拝 をカ トリシズ ム と の類 似 性 か ら解 釈 した り、 心 霊 主 義 のイ デ ィオ
ム を用 いて 解 釈 しな が ら、 〈沖 縄 系 ブ ラ ジ ル 人〉 と して の 自己 が 出 自を 通 じて 獲 得 した と認 識
す る文 化 を、 どの よ うに 〈継 承 〉 して い くのか に 関す る意 味 を見 出そ う と して い る営 為 で あ る
こ と を指 摘 した。
第11章「総 括 一要約 と課題 一」で は、 まず第10章まで の知見 を要約 し、そ の後、現時点 にお
いて祖先崇拝や くユタ〉化 の過程が ブラジル とい う国 家に規 制され なが らも、国境 を超 えて ト
ランスナ ショナル 的な営為 と して行われて いる度合 いが非常 に大 き くな って いること、 この過
程で、 ユタ的霊能者 への沖縄系人 の依存は今後 も継続 し、そ のハ ンジの結果 と して、国境 を越
えたか たち の問題原 因の設 定や解決 法が提 示 され て い くだ ろう こと、そ して沖縄 系 人のエス
ニ ック ・アイデ ンティティを立ち上げ る上で重要 な役割 を果 た して い くだ ろう点な どを指摘 し
た。 しか しなが ら、現 実的 には、ブ ラジル側 の判断(〈ハ ンジ〉等 を通 じて の)を そ の ままの
かたちで、沖縄側 の親族が受 け入れ る ことはな い し、逆 に沖縄側 の判断 をブ ラジル側の親族が
受け入れ ることもない という、いわば国境 を越 えた相克 ・葛藤 の状況が出現 して きて いる こと、
即ち、同 じ血縁関係 に基づいて の祖先崇拝 の実践 は一方 にお いて、 国境 を越 えた沖縄人 の 「連
帯や協 力」 を生み、他 方にお いて 「相克 と葛藤」 を発生 させ る ことにな って いる状況 を指摘 し
た。いわゆ る 「ユタ問題」もまた、グ ローバル化や トランスナ シ ョナル的状況 の進行 とともに、
国境 を跨 いだかたちへ と展 開 して いるので あ り、 同 じ血縁 関係 を持つ沖縄人が、 こうした状況
をいかに捉え、 どのよ うに解決 して いくのか、 よ り一般的 にいえば、グ ローバル化や トランス
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ナ シ ョナル 的な状況 の中にお ける人間の営為や アイデ ンテ ィテ ィのあ り方、 〈文化〉 のゆ くえ
を,追 求 してい くことが今後 の私た ちに与 え られた課題で あることを指摘 した。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
ブ ラジルの 日系人人 口のうち、沖縄県 出身移民 とそ の子孫た ちは約1割(14万 人程度)を 占
め るが、従来そ の経験 は 「日系移 民」 「日系ブ ラジル 人」 とい う範疇 に括 られ て論 じ られてき
た。 本論 文は、 ブラジル の沖縄系人社会 にお いて活動す るくユ タ〉的霊能 者の生成 とそ の呪術
宗教的世界に焦点 をあて、沖縄系人 のエスニ シテ ィとエスニ ック文化の創 造過程 とい う視 点か
ら考察 した もので ある。論文は11章と補論か ら構成 され、前半 の第1章 か ら第4章 までは理論
的考察並 びに歴史 的背景 の分析、後半 の第5章 か ら第10章までが、現地調 査による一次 資料の
提示 と分析 に当て られて いる。
第1章 はエスニ シテ ィにつ いての基本的視点、即ち少数マイ ノリテ ィが、 国家の主流 をなす
マジ ョリティに対 して 自 らを差異化 しつつ、過去 との連続性 に新 しい意 味を付与す る ことを通
じて、新 たな主体や アイデ ンテ ィテ ィを構築する という視点 を研究史的に位置 づける。 そ して
ユタ的霊能者 を巡 る諸現象の 中に沖縄系人アイデ ンテ ィテ ィの操作 と創造 の営 みを探 るための
調査方法 を論述す る。
第2章 ～第4章 では、沖縄系移民 をめ ぐる内外 の状況 を歴 史的 に分析 し、現状分析 のための
背景を整理 して いる。 まず第2章 はブ ラジルの宗教状況 を概 観する。① 呪術 的聖 人信仰 を中核
とす る民 衆 カ トリシズム、②イ ンデ ィオや ア フ リカ 系住 民な どのマイ ノ リテ ィ の シン ク レ
ティ ックなカル ト、③ フランスか ら導入 されたKardecismoを中心 とす る神秘主義思想や心 霊主
義思想が醸成す る呪術 的大衆宗教、 の混合 の うえに、1960年代以 降カ トリシズム ・ヘゲ モニー
の終焉 によ り多様な宗教的ナ ショナル ・アイデ ンテ ィテ ィの構築が可能 な状況が 出現 した と整
理 し、 これが沖縄 のユ タに由来する信仰 と親和的な環境 を形成 した ことを示 して いる。第3章
では 日系人社会 の歴史 を回顧 し、 初期の農村地帯への短期的出稼 ぎか ら滞在 の長期化、 さ らに
離村 向都 時代 をへて都市での永住 に伴 う生活の再編 とい う展開 を追 う。 これ らによ り沖縄 系人
社会 をブラジル の歴史的社会的文脈 に位置づけつつ、 日本的宗教がブ ラジルへ の定着 を選択 し
た人々の新 しいエスニ ック ・アイデ ンテ ィテ ィの シンボル とい う意味を獲得す る過程が跡 づけ
られる。 そ して第4章 では、 日系移民のなかで も、本土系移 民 とは別 の地域 に形成 され た沖縄
系人の居住地が1950年代以降 に沖縄系エスニ ック文化創造 の 〈場〉とな った こと、1970年代 に、
本土系 日系人 との明示的な差別 の消滅、 ブ ラジル 社会 にお け る同化 主義イデ オ ロギ ーの脆 弱
化、沖縄 ・日本本土 ・米国な どにお ける沖縄固有文化の見直 し運動の影響 な どを通 レて 「沖縄
人である こと」 のステ ィグマが払拭 され ると、新たな ウチナー ンチ ュ[沖縄人]・アイデ ンティ
テ ィが表 面化 し、そ のシンボルのひ とつ として祖先崇拝が選択 されるようになった という歴史
的展開を跡づける。そ して これが祖先崇拝 を職掌 の中心 とす るユタ的霊能者誕 生の背景 となっ
た ことを指摘す る。
第5章 で はサ ンパ ウ ロ市VilaCarrao地区 に形成 され た沖縄系 コ ミュニテ ィで実施 した宗教
慣 習調査 によ り、①圧倒的 に多 くの家庭で 〈沖縄 の固有宗教〉 と観念 され る祖先崇拝が実施 さ
れている こと、②祖先崇拝 とカ トリック信仰な どの併存 という信仰 の二重性 がみ られ、沖縄 の
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祖先崇拝 を 〈ヤー[家]の宗教〉 〈沖縄 の習慣〉、そ の他 の宗教 を 〈個 人の宗教〉 〈ブ ラジル人 と
して の宗 教(カ トリック教徒 の場合)〉と位置 付けて いる点で、沖縄性 と日本性、ブ ラジル性
とが宗教的 に整序されている こと、③ユ タ的霊能者へ の依存 が非常に高 く、 運勢や 吉凶判断、
祖先祭祀 を中心 とする儀礼・呪法 の執行依頼、沖縄的な供養 のや り方 の教示1異 常体験 の解 釈、
先 祖 の意 向 の確 認 な どが行 わ れ て い る こ と、④ ユ タ 的 霊 能 者 と並 んで ブ ラ ジル の 霊 能 者
Curandeiroへの依 存 も高 く、相談す る問題 の内容 を沖縄的な ものとブ ラジル 的な ものに整理 し
て相談 相手 を選 択 している こと、な どが解明 され る。
次の二つの章では9人 のユ タ的霊能者 の成巫過程 に焦点 を当てている。第6章 で は成巫 過程
で準拠 した宗教伝統 を指標 としてブ ラ ジル型 と沖縄 型 に大別 し、 さ らに沖縄型 を伝統志 向型
(他の宗教 を排 除す る)と 融合志向型(他 の宗教信仰 の要素 を取 り入れ る)に 分類 して いる。
沖縄 ・伝統志 向型は成人 してか ら移民 し、 その後霊能者 にな った者 にみ られ、ブ ラジル型 と沖
縄 ・融合志 向型 はブ ラジルで成人 した霊能者(子 ども時代 に移 民した準二世およびブ ラジル生
まれ の二世)が 該 当す るとい う主体 のアイデ ンテ ィテ ィとの対応が見 られ ること、 しか しいず
れ もブ ラジル の宗教 との関係 を整序 しつつ宗教世界 を構築 して いる点で、ブ ラジル とい う国家
の中で のエスニ ックなユタ になる過程である ことが示 され る。他方、第7章 では成巫過程 の個
別的検討 を行 い、個々の霊能者が、 沖縄 シ ャーマニズムの文化的パ ラダイム に準拠 しつつ も、
自己の状況 をそれぞれ主体 的に解釈 しつつ個別 の宗教 世界を創造 してお り、 その過程 は常 に進
行 中で あって完了 しない という特徴 を指摘 している。
次の二つ の章は、4人 の霊能 者の呪術 的宗教世界 の分析 に当て られ る。第8章 では、1940～
50年代 にブ ラジルの呪術 的カル トのなかで霊能者 となった女性 が、やが て沖縄 系移 民依頼者 と
の関わ りのなかでブ ラジル的呪術儀礼領域 とユ タ的活動領域 とい う二重 の宗教世界 を形成 し、
その間 を往復:する ことによって 〈沖縄系 ブラジル 人〉という主体 を構築す る状況が詳述 され る。
第9章 では、80年代以降に成巫 したユ タ的霊能者3人 の宗教 世界を分析 し、沖縄 シャー マニズ
ムのパ ラダイムの中へのブラジル的聖域 ・聖所 の組み込 み、 ブ ラジル 民衆 カ トリシズム に現れ
る聖母 アパ レシー ダの位置づけ、沖縄的災因 とブ ラジル的災 因の整序な どハイブ リッ ドで シン
ク レティ ックな 「新 しい伝統の創造」がみ られ る ことを指摘 した。 いずれ も沖縄 との連続性 を
保証 しつつ、 〈ブ ラジル に住む沖縄 人/沖 縄 系ブ ラジル 人〉 とい う主体 を構 成す る共通 の営み
で ある ことに注意 を喚起 してい る。
第10章では、UtinaPressというポル トガル語 のエスニ ック ・ジャーナル に掲載 された祖先崇
拝 関連記事 の内容 を分析 し、沖縄系人のなか に祖先崇拝 を巡 って二つの認識 一祖先崇拝 を沖縄
の伝統/ヤ ー の伝統 と捉え る立場 と、それ を宗教 と捉え る立場 一が あることを述べつつ、 いず
れ も自 らの文化 として祖先崇 拝 を継承 してい くことの重要性 を強調する とい う共通 点がある こ
とを指摘す る。それはブ ラジルの中で文化 化される二世や三世が、 祖先崇 拝をカ トリシズム と
の類似性か ら解釈 した り、心霊主義のイデ ィオム を用 いて解釈 しなが ら、沖縄 由来 の文化 を 〈沖
縄系ブ ラジル人〉 として どのよ うに継承 してい くのかに関す る意味を探る営為で ある と解釈す
る。
最終章第11章では、第10章までの知見 を要約 した後、 現時点 において祖 先崇拝 をめ ぐる現象
が国境 を超えて トランスナシ ョナル 的な営為 として行 われている ことの意 味を考察す る。 即ち
ユ タ的霊能者が成巫する過程 で沖縄 に帰還す る こと、そ のよ うな霊能 者に沖縄系人が依存 し続
け、その結果 として、 国境 を越 えたかたち の問題原 因の設定や解決法が提示 されて いる こと、
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それが沖縄系人 のエスニ ック ・アイデ ンテ ィテ ィにとって重要な役割 を果 た して いる こと等で
ある。しか し沖縄系ブ ラジル人の解釈 と、沖縄 に住む彼 らの親族の解釈 の問にはズ レが生 じる。
そ の結果、同 じ血縁関係に基づいての祖 先崇拝の実践が、一方 にお いて国境 を越 えた沖縄人 の
連帯や協力 を生み、他方 において相克 と葛藤 を発生させ ることになっている状況 を指摘す る。
こうしてユタ的霊能者 と沖縄 系ブラジル人社 会の研 究 にとって、 グ ローバル化や トランスナ
シ ョナルな状況の中での人間の営為、 アイデ ンテ ィティのあ り方、そ して文化 のゆ くえを追求
す ることが、 新たな課題 として提起 され ている。
本論文は、 移民社会 にお ける宗教現象 を対 象 としているが、それ が単な る本国か らの文化継
承ではな く、 移民先の社会 の文化や歴史 との相 関のなかで、新 たなるエスニ ック文化 として創
造 される ものである という理論 的主張 は明快か つ説得 的である。近 年のエスニ シテ ィ論 を踏 ま
え、歴史的考察 と実態調査 を組み合わせ て行 った繊細 な事例分析 は高 く評価 され る。従来、 日
系移民 として一括 して扱われて きた沖縄 系移 民について、そ の独 自の社会的 ・文化的状況 に焦
点 を当てた ことは、移 民研究 に対 して重要 な寄与 をなす もので ある。現象 のグ ローバルな文脈
への展望 は、現代社会科学 の重要な課題 との接点 を明 らか に して いる。一部の用語 につ いてな
お統一や調整 の必要 は残 るが、長期 にわ たるフィール ドワー クを通 して得 られた膨大かつ詳細
な情報 が民族誌 として の高 い水準 を支えて いる。
以上のように、本論文は、文化人類学お よび移民研究 のみな らず、現代社会科学の発展 に寄
与する ところ大 である、 と評価す ることがで きる。
よって、本論文 の提 出者は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分な資格を有する もの と
認め られ る。
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